
具体的な取組みの内容

取組みを通しての子どもの変容

取組みの概要・ポイントつけたい力

・根拠や理由をもって自分の考えを伝える力

・友だちの意見を受け止め、考えを広げ深める力

・教科等横断的な学びを推進し、複数教科等を関連付けた課題解決的な学習
・単元のまとめでパフォーマンス課題を設定し、学んだことを自分のことばや行動で表現
・各学年の言語能力育成に向けて、系統立てたカリキュラムを基盤としながら、児童の発達段階や学級の実態に応じた
学習活動

3年
社会

授業実践

「農家の仕事を調べよう」の単元で、農
家の方に向けて何をインタビューするか
を話し合い、そこから「よいインタビュ
ーとはどのようなものか」を国語の授業
で考える。

児童自身が興味を持った都道府県の観光
大使になりきり、その都道府県をくまな
く調べ、おすすめの名産や観光スポット
など、聞いた人が行ってみたくなるプレ
ゼンテーションを行う。

実際に農家の方にインタビューを行い、
自分たちが育てるさつまいもの育て方の
コツを教えてもらうことで、理科の学習
につなげる。

都道府県に関心をもつために、都道府県の
ボードゲームを自分たちで作成し、面積や
人口、名産などを楽しみながら学習。

パフォーマンス課題教科等横断

授業実践略案

・学習の「目的意識」を明確にすることで、学習意欲が６月・11月とも高い状態だった。(アンケート「課題の解決に向けて自分で考え、自分から取り組んでいる」６月：79％→11月82％）
・グループ学習等を通じて、学んだ意識を自分の中に溜めておくのではなく、他者に伝え共有しようとする能動的な姿勢が顕著に見られるようになった。
・言語能力育成の集大成として、６年生の総合「平和学習」では、他者との意見交流や、自分の意見を改めて考え直したり、捉え直したりする活動を通して、表面的な捉えであった「平
和」の概念をより深い理解へと発展させていく姿が見られた。

学びの必然性

講師助言

大阪教育大学特任准教授 四辻伸吾氏などを
講師として招き、子どもたちが自ら進んで学
ぶための手立てについて校内研修。

本で調べるだけでなく「その
人に聞きたい」という気持ち
を大切にし、2年は身近な人、
3年は地域の人、6年は外国の
人にインタビューを行い、聞
いてみて分かったことをまと
める活動。

学校司書とも連携し、授業で
本が必要になったときに自由
に学校図書館や図書資料のあ
る場所等に行き、自分のペー
スで学習。

系統立てた学び

系統立てたカリキュラム

つけたい力を明確にし
て、各学年で言語能力
育成の目標について検
討

言語能力育成年間計画

読む、話す、聞く、書く、考える、探究
する等の具体的な取組みについて１年か
ら６年まで計画を作成。

年間指導実施計画の具体

各学年言語能力育成の目標

ポータルサイト
にすべての資料
があります。

テーマ：伝え合う～課題解決に向けて～
令和７年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

言語能力をはぐくむモデル校
守口市立金田小学校

4年
総合

教科等横断的な学
びの授業計画表を
作成。
次年度以降も活用
できるように資料
を添付して記録と
して残した。

3年
国語

3年
理科

4年
社会

金田小

ポータルサイト

教科等横断


